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ナトリウム(Na)冷却高速炉における Na 漏えい時の燃焼解析手法の高度化に向け，鉛直下方へ噴出させた液

体噴流が水平固体面へ衝突する際の，二次液滴径について検討した． 
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1. 緒言 

Na 冷却高速炉の冷却材 Naが漏えい・燃焼する場合の熱影

響解析評価を高度化する上では，漏えい Na が構造物等へ衝

突し，液滴となって飛散する際における飛散液滴量，二次液

滴径の把握が重要となる． 

このため，鉛直下方に噴出させた液体噴流の固体面衝突時

の現象を観測する実験研究を実施している[1,2]．本報では，

二次液滴径の計測を行ったので報告する． 

2. 実験方法 

本実験では，文献[1,2]と同様な実験を行う．図 1に示すよ

うに，液噴流の固体面衝突時における二次液滴を高速度カメ

ラより撮影する．カメラの解像度 30μm/pixel．ピントを合わ

せるため，噴流衝突点の横に防水板を設置してある．そして，

動画を画像解析することで，二次液滴径を計測する． 

3. 結果・考察 

二次液滴径 d2の確率密度分布を図 2に示す．実験条件は，

ノズル径 d0＝2mm，流量 Q=1600ml/min，衝突高さ L=500 mm

である．フリードマン＝ダイアコニスの法則よりヒストグラ

ムのビン幅を決めた．同じ条件の累積分布は図 3に示す．本

報では，対数正規関数，ガウス関数，ガンマ関数を用いてフ

ィティングした．対数正規関数が二次液滴径に対して，最も

良好なフィッティングを示した． 

4. 結論 

 液噴流の固体面衝突による二次液滴径の分布を把握するた

め，高速度カメラの映像を画像解析することで、二次液滴径

分布を計測した．その結果に基づき，対数正規関数を用いて

実験結果を良好にフィティングできることを示した． 
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図 1 二次液滴径の計測方法 
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図 2 二次液滴径の確率密度分布 

 

 

図 3 二次液滴径の累積分布 
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